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  論文の概要
  庄重至堕、著者が妊娠・出産を研究対象とするに至ったきっかけと、妊娠・出産が記述
や研究の対象となってきた社会的背景に触れている。妊娠・出産というきわめて当たり前
の、しかし社会の前面にでることのなかった現象が注目されるようになってきた背景とし
て著者は妊娠・出産自体が先進国において数少なくなってきたこと、および生活のあらゆ
る側面が商品化されるようになってきたことをあげている。そして、本研究に一貫して流
れる視点として、自然／文化、個人／共同体、ローカル／グローパルの枠組みがあること
も提示されている。
  筮！童至！畫、妊娠・出産の専攻研究を、4っに分けて紹介している。ーっは出産を習俗
として捉える研究であり、民俗学、文化人類学、社会学の立場から行われている。2つ目
は、歴史的研究であり、出産観や出産自体の変遷、出産の介助者の変遷を追った研究がこ
れまで行われてきた。3つ目は、当事者としての女性自身の視点から出産を研究対象とし
たものであり、4つ目は医学や疫学などの自然科学の手法に基づぃて、安全性の視点から
出産を研究したものである。
  筮2室堕、産業社会の妊娠・出産が医学と組織の原理で再構築されることを、4つの事
例をもとに示している。産業社会では出産は医学の分脈に取り込まれヽ病院という組織の
中で行われるために、出産そのものが医学的できごととなり、かつ組織（分業を基本とす
る）に合うように作りかえられることになると著者は述べている。女性たちは自らの体験
を語るときに、自分が受けた産科的処置の連続として体験を再構成し、かつ自分が出産し
たにもかかわらず医師や助産婦が出産を行ったかのごとく語る傾向があるとの指摘もある。
著者は病院での出産と工場での労働を対比させて、いずれにおいても分業という組織原理
が労働の主体を組織に移行させることを明らかにしている。このことは、産業社会でカを
持 つ の は 医 学 や テ ク ノ ロ ジ ー 、 組 織 の 原 理 で ある こ とを 示 して い る。
  3量室至！主、伝統的社会の出産の事例としてインドネシア村落とバングラデシュ村落の
出産をあげ、そこでは出産が共同体の儀礼として、あるいは穢れとして認識されているこ
とを述べている。そしてそのような社会では、出産は共同体の儀礼や文化に深く埋め込ま
れているために、文化と接点なしに出産がなされることはなく、この点から共同体の文化
が個人にとってはある種の抑圧として働く場合があることがわかる。だが、伝統的社会に
おいても、病院や助産婦による出産、そして儀礼を省略するか否かを人々が選択できるよ
うになると、出産は共同体の分脈から解き放たれ、個人の選択へと移行する。その背後に
は、出産や儀礼が金銭という共通の尺度に置き換えられることによって、選択肢の比較が
可能になったことがある。そしてこのような経過を経て新たな選択肢を選ぶよう、伝統や
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文化は個人の選択へと場を譲り、伝統が衰退していくことになると述べられている。
  筮堊童至！主、グローバル化が進むなかで、文化人類学においても個別の文化に焦点を当
てるやり方と同時に、個別の文化をグローバルな視点から読みかえ、双方の視点を行き来
する必要があることが述べられている。そのような個別と普遍を行き来する試みの例とし
て、インドネシアとバングラデシュ村落の家族計画と妊娠健診をとりあげ、それらをひろ
くりプロダクションということぱで記述している。そしてりプロダクションにまっわる行
動を個別の文化の視点から見たのではわからなかった、健康被害や人権の抑圧が、視点を
グローバルに移すことで見えてくることが明らかにされている。そして、その文化に生き
る人々にとって意味を持つのはローカルな文脈に即したローカルなモラルであることが述
ぺられている。そのためこれらの社会ではローカルなモラルが権カを行使する手段として
用いられているといってよい。
  壷堕では、グローバル化という大きな流れの中で、文化人類学の依って立っ文化の概念
を再検討し、自然／文化、個人／共同体、ローカル／グローバルの枠組みを、再度出産に
適用し、全体の見取り図を示している。
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学位論文審査の要旨
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学 位 論 文 題 名

文化的に構築される出産

―リプロダクションのコンテクストを考える―

審査の経過；
平 成 13年 5月 21日   第 1回 審 査 委 員 会 開 催
    申請論文コピー配布および検討する点の確認
平 成 13年 6月 5日   第 2回 審 査 委 員 会 開 催
    申 請 論 文 の 成 果 と 特 徴 、 疑 問 点 の 検 討
平 成 13年 6月 14日   第 3回 審 査 委 員 会 開 催
    ・ 口 述 試 験 の 質 問 に つ い て 検 討 と 整 理
平 成 13年 6月 18日 （ 午 前 ） 口 頭 試 問 実 施
平成13年6月18日（午 後）第 4回審査委員会開催

平成13年7月18日
口述試験の内容を検討し、学位授与の可否を判定
第5回審査委員会開催
主査が報告書の原案を作成し、委員会で検討

  本論文の中心的な観点は、「生理的には人類に共通のことがらが、文化によって多様な現
れ方と意味を持ち、人々の異なる行動を引き起こすという事実は、妊娠・出産を理解する
上で文化の理解が重要なことを示唆している。Jという点に尽きるが、これまでに文化人類
学で行われた出産をめぐる研究とは、以下の点でー線を画している。すなわち従来の人類
学的研究は出産をめぐる儀式やタブー、フオークロアにほとんど集中しており、出産それ
自体を一連の仮定としてとらえ、フイールドワークにもとづく民族誌的な記述と分析を行
う研究はあまりなされてこなかった。その点に本論文の新しい学的寄与が認められる。
  第二の特徴的な観点として、本論文は日本国内・外の4つの社会におけるフイールドワー
クにもとづき、出産の社会文化比較を行ったことが挙げられる。こうした広範囲かっ詳細
な比較は出産をテーマとした研究ではこれまで十分になされてこなかった。相対的により
伝統的な社会とより現代的な産業社会との比較を行ったこととあわせて、こうした点は本
論文の特徴といってよい。
  第三には1970年代からの（日本における）フェミニズム、女性の視点による出産のとら
えなおし、および選択的な出産方法の増加という、社会的な趨勢の変化などを十分に認識
し、研究を行っているところに特徴がある。出産に対するf意識化Jあるいはその方式を
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女性が選びとることの拡がりが、筆者の問題関心の背景にあるからこそ、こうした研究が
なされたことは当然であるが、社会の動向を無視していなぃ研究のダイナミックな観点は、
現代人類学の研究にとって不可欠な方法といってよく、この点も本論文の評価できるとこ
ろである。
  この論文が示すオリジナルな貢献として以下の3点をあげることができる。
    ◎個別の文化に焦点を当てるのが文化人類学のやり方であるが、本論文においては

    グローバル化を背景に、個別の文化を論じると同時にそれがグローバルな視点からど
    のように位置づけられるかを論じ、ローカルとグローバルの視点の移動を行った。
    ◎妊娠・出産に代表されるりプロダクションをあるーつの視点からとらえるのでは
    なく、むしろ複数の視点からとらえ直すことで、リプロダクションのもつ多面性、ま
    た そ こ に 可 視 化 さ れ た社 会 や文 化 を明 ら かに し よう と し てい る 。
    ◎そうすることで、リプロダクションが何かーつの次元（たとえぱ医学）に還元さ
    れるものではなく、さまざまな文脈によってさまざまに構築されうる多面的なもので
    あること、そしてその構築のされ方の中に、その文化の重要な価値が反映されること
    を明らかにした。

研究テーマの斬新さ、周到な方法、内外の既存の研究をよく渉猟している点もあわせて、
本論文はひとっの水準を示す成果であり、論文博士に十分に価するものと審査委員会は全
員一致して評価している。
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